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[研究] 

・知的財産経営の一分野である大学運営として、高等司法研究科と法学研究科について学生を指導しながら、経営（運営）品質を

あげる研究を行い、研究科長＋執行部と意見交換を実施した。その一部は運営方針に加えられた。 

・特許庁からの理系向け知的財産教材開発を受託し教材コンテンツを完成させた。 

 

[教育] 

知的財産の基礎（ﾓﾗﾙ）について、共通教育として行った。 

知的財産プログラム（大学院夜間）を行った。 

高等司法研究科と知的財産プログラムの学生向けの教育指導システムを開発し関係教員と共に実施した。 

情報科学研究科において知的財産法講義２単位分を行った。 

 

[管理運営］ 

全学：知的財産センター長、法学研究科付属法政実務連携センター長 

      広報・社学連携部局広報委員、 

      部局情報セキュリティ委員、ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾃﾞｻﾞｲﾝｾﾝﾀｰ兼任教員 

部局：運営委員、総務委員、広報室員、財務室員、計画室員、情報ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ室員 

 

[社会貢献］ 

大阪発明協会 理事 

日本知的資産経営委員 

ＣＳＲと広報活動 

関経連との公開講義開催 

日本放送大学公開講義 

一般社団法人発明協会での講演 

中之島センターを活用した公開シンポジュウム５回／年の主催。 

大阪大学法学部８０周年・高等司法研究科１０周年シンポジュウムパネラー 

ｅ－ラーニングと知的財産講演 

 

［特記事項］ 

・新規概算要求を行い認められ臨床教育の場としての「智適塾」を開設した。 
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